
（2）

会
は
、
国
会
及
び
政
府
に
対

し
、公
職
選
挙
法
を
改
正
し
、政

党
支
部
に
よ
る
選
挙
区
内
の
有

権
者
へ
の
寄
附
行
為
を
禁
止
す

る
よ
う
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

◇
報
道
と
表
現
の
自
由
を
守
る

た
め
の
決
議

　

高
市
早
苗
総
務
相
は
衆
院
予

算
委
員
会
に
お
い
て
、
放
送
局

が
政
治
的
な
公
平
性
を
欠
く
放

送
を
繰
り
返
し
た
と
判
断
し
た

場
合
、
放
送
法
第
４
条
違
反
を

理
由
に
電
波
停
止
を
命
じ
る
可

能
性
が
あ
る
と
し
た
。
表
現
の

自
由
は
民
主
主
義
存
立
の
基
盤

で
あ
る
。
市
民
が
、
何
が
起
き

て
い
る
か
正
確
な
事
実
を
知
る

こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
正
確
な

事
実
の
報
道
と
意
見
表
明
の
自

由
が
な
い
と
こ
ろ
で
は
、
民
主

主
義
政
治
は
成
り
立
た
な
い
。

よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
、
国
会

及
び
政
府
に
対
し
、
報
道
と
表

現
の
自
由
を
守
る
た
め
に
、
報

道
の
倫
理
規
定
を
定
め
た
放
送

法
第
４
条
を
利
用
し
た
報
道
機

関
へ
の
圧
力
や
規
制
強
化
を
や

め
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

◇
タ
ッ
ク
ス
ヘ
イ
ブ
ン
を
許
さ

な
い
取
り
組
み
の
強
化
を
求
め

る
決
議

　

本
市
議
会
は
、政
府
に
対
し
、

公
正
な
税
制
に
よ
り
社
会
保
障

を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
当
面
の

対
策
と
し
て
、
次
の
施
策
の
実

施
を
求
め
る
。
⑴
政
府
は
、
パ

ナ
マ
文
書
の
詳
細
を
把
握
し
、

税
逃
れ
の
疑
い
の
あ
る
企
業
・

個
人
に
対
す
る
徹
底
し
た
調
査

を
実
施
し
、
適
切
な
課
税
を
行

う
こ
と
。
そ
の
た
め
に
必
要
な

法
改
正
を
行
う
こ
と
。
⑵
政
府

は
国
際
的
な
税
の
ル
ー
ル
の
策

定
に
当
た
っ
て
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

だ
け
で
な
く
、
国
連
の
も
と
に

新
し
い
組
織
を
つ
く
る
な
ど
、

全
て
の
国
が
参
加
で
き
る
仕
組

み
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
。

⑵
第
三
の
居
場
所
と
し
て
の

「
障
が
い
者
の
就
労
後
の
居
場

所
づ
く
り
」
に
つ
い
て
、
実
施

自
治
体
に
対
し
て
制
度
面
か
ら

積
極
的
に
支
援
す
る
こ
と
。

▪
政
治
資
金
規
正
法
の
改
正
を

求
め
る
意
見
書

　

政
治
資
金
規
正
法
は
、
基
本

理
念
に
お
い
て
、
政
治
資
金
の

収
支
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
を
旨
と
し
て
い
る
。
と
こ

ろ
が
、
昨
今
の
政
治
資
金
に
係

る
状
況
を
見
る
と
、
本
旨
と
は

異
な
る
支
出
が
散
見
さ
れ
る
な

ど
、
国
民
の
政
治
不
信
を
招
く

事
態
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ

と
は
、
同
法
に
よ
る
規
定
が
曖

昧
さ
を
許
す
も
の
で
あ
る
こ
と

も
、
そ
の
一
因
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
領
収
書
等
の
ほ
か
根

拠
と
な
る
書
類
の
具
備
を
求
め

る
と
と
も
に
、
政
治
資
金
の
収

支
状
況
を
で
き
る
限
り
国
民
に

明
ら
か
に
し
、
国
民
の
信
頼
を

回
復
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。
よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
、

国
会
及
び
政
府
に
対
し
、
政
治

資
金
規
正
法
の
所
要
の
改
正
を

行
う
よ
う
強
く
要
請
す
る
。

▪
政
党
支
部
に
よ
る
選
挙
区
内

の
有
権
者
へ
の
寄
附
行
為
禁
止

を
求
め
る
意
見
書

　

公
職
選
挙
法
第
199
条
の
２
で

は
、
原
則
と
し
て
公
職
の
候
補

者
や
公
職
者
等
や
後
援
団
体
に

よ
る
寄
附
を
禁
止
し
て
い
る
。

し
か
し
、政
党
支
部
で
あ
れ
ば
、

禁
止
さ
れ
な
い
と
い
う
見
解
が

一
部
政
党
か
ら
示
さ
れ
た
こ
と

で
、
通
常
の
寄
附
と
何
が
違
う

の
か
、
国
民
に
は
全
く
理
解
で

き
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

既
存
の
政
党
支
部
に
優
位
に
働

き
、
国
民
の
参
政
権
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
す
制
度
上
の
取
り

扱
い
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
法

改
正
に
よ
る
早
急
な
解
決
が
必

要
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
本
市
議

た
保
育
所
等
の
整
備
に
取
り
組

む
こ
と
。
⑷
保
育
士
の
賃
金
引

き
上
げ
な
ど
、
さ
ら
な
る
処
遇

改
善
を
検
討
す
る
こ
と
。ま
た
、

短
時
間
正
社
員
制
度
の
推
進
な

ど
、
保
育
士
が
働
き
や
す
い
環

境
整
備
に
も
取
り
組
む
こ
と
。

▪
次
期
介
護
保
険
制
度
改
正
に

お
け
る
福
祉
用
具
、
住
宅
改
修

の
見
直
し
に
関
す
る
意
見
書

　

平
成
27
年
６
月
30
日
に
閣
議

決
定
さ
れ
た
「
骨
太
の
方
針
」

の
中
で
、
次
期
介
護
保
険
制
度

改
正
に
向
け
て
、
軽
度
者
に
対

す
る
福
祉
用
具
貸
与
等
の
給
付

の
見
直
し
を
検
討
す
る
こ
と
が

盛
り
込
ま
れ
た
。
仮
に
軽
度
者

に
対
す
る
福
祉
用
具
、
住
宅
改

修
の
利
用
が
原
則
自
己
負
担
に

な
れ
ば
、
特
に
低
所
得
世
帯
等

弱
者
の
切
り
捨
て
に
な
り
か
ね

ず
、ま
た
、福
祉
用
具
、
住
宅
改

修
の
利
用
が
抑
制
さ
れ
る
と
重

度
化
が
進
展
し
、
結
果
と
し
て

高
齢
者
の
自
立
的
な
生
活
を
阻

害
し
給
付
費
が
増
大
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
。よ
っ
て
、本
市
議
会

は
、政
府
に
対
し
、次
期
介
護
保

険
制
度
改
正
に
お
け
る
福
祉
用

具
、
住
宅
改
修
の
見
直
し
に
お

い
て
は
、
介
護
が
必
要
な
方
の

生
活
を
支
え
る
観
点
か
ら
検
討

を
行
う
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

▪
障
害
者
総
合
支
援
法
に
基
づ

く
地
域
生
活
支
援
事
業
に
関
す

る
意
見
書

　

本
市
議
会
は
、政
府
に
対
し
、

障
害
者
総
合
支
援
法
が
目
的
と

し
て
掲
げ
る
社
会
の
実
現
の
た

め
に
も
、
地
域
生
活
支
援
事
業

の
さ
ら
な
る
拡
充
が
必
要
と
考

え
、
次
の
事
項
を
強
く
要
望
す

る
。
⑴
地
域
生
活
支
援
事
業
に

お
け
る
任
意
事
業
に
対
し
て

も
、
法
の
理
念
に
の
っ
と
り
、

自
治
体
が
柔
軟
に
取
り
組
め
る

よ
う
十
分
な
財
源
を
確
保
し
、

そ
の
実
施
を
支
援
す
る
こ
と
。

▪
骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
に
対
す
る

支
援
の
充
実
に
関
す
る
意
見
書

　

本
市
議
会
は
、政
府
に
対
し
、

骨
髄
移
植
等
の
一
層
の
推
進
を

図
る
た
め
、
次
の
事
項
を
早
期

に
実
現
す
る
よ
う
強
く
要
請
す

る
。
⑴
事
業
主
向
け
に
策
定
し

た
労
働
時
間
等
見
直
し
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
中
で
ド
ナ
ー
休
暇
制

度
を
明
示
す
る
な
ど
、
企
業
等

の
取
り
組
み
を
促
進
す
る
た
め

の
方
策
を
講
ず
る
と
と
も
に
、

ド
ナ
ー
休
暇
の
制
度
化
に
つ
い

て
も
検
討
す
る
こ
と
。
⑵
ド
ナ

ー
が
、
骨
髄
等
の
提
供
に
伴
う

入
院
、
通
院
、
打
ち
合
わ
せ
等

の
た
め
に
休
業
す
る
場
合
の
補

償
制
度
の
創
設
に
つ
い
て
検
討

す
る
こ
と
。

▪
待
機
児
童
解
消
に
向
け
て
緊

急
的
な
対
応
を
求
め
る
意
見
書

　

本
市
議
会
は
、政
府
に
対
し
、

早
急
に
待
機
児
童
の
解
消
を
図

る
た
め
、
次
の
事
項
に
つ
い
て

取
り
組
む
こ
と
を
強
く
求
め

る
。
⑴
待
機
児
童
解
消
の
た

め
、
企
業
主
導
型
保
育
を
強
力

に
推
進
す
る
と
と
も
に「
待
機

児
童
解
消
加
速
化
プ
ラ
ン
」を

着
実
に
実
施
す
る
こ
と
。ま
た
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度

を
利
用
者
目
線
で
総
点
検
し
、

実
態
に
応
じ
た
公
定
価
格
の
実

現
を
図
る
こ
と
。⑵「
保
育
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
」に
つ
い
て
、利
用

者
の
視
点
に
立
っ
た
機
能
強
化

を
推
進
す
る
こ
と
。
⑶
都
市
部

に
お
け
る
施
設
整
備
の
用
地
確

保
を
図
る
た
め
、
定
期
借
地
制

度
や
公
務
員
住
宅
、
国
立
大
学

法
人
等
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
の
活

用
な
ど
、
公
有
地
等
を
活
用
し

で
、
工
期
は
契
約
確
定
日
の
翌

日
か
ら
平
成
29
年
２
月
24
日
ま

で
で
す
。

指
定
管
理
者
の
指
定

◆
三
鷹
中
央
防
災
公
園
・
元
気

創
造
プ
ラ
ザ
の
指
定
管
理
施
設

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て
　

三
鷹
中
央
防
災
公
園
・
元
気

創
造
プ
ラ
ザ
の
指
定
管
理
施
設

の
指
定
管
理
者
に
公
益
財
団
法

人
三
鷹
市
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
財

団
を
指
定
す
る
も
の
で
、
指
定

期
間
は
平
成
29
年
４
月
１
日
か

ら
平
成
34
年
３
月
31
日
ま
で
で

す
。

◆
三
鷹
市
新
川
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

及
び
三
鷹
市
大
沢
総
合
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て

　

三
鷹
市
新
川
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

及
び
三
鷹
市
大
沢
総
合
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
指
定
管
理
者
に
公
益
財

団
法
人
三
鷹
市
ス
ポ
ー
ツ
と
文

化
財
団
を
指
定
す
る
も
の
で
、

指
定
期
間
は
平
成
29
年
４
月
１

日
か
ら
平
成
34
年
３
月
31
日
ま

で
で
す
。

人
　
事

◆
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任
に
つ
い
て

山
本　

剛
嗣
氏
（
再
任
）

園
学
童
待
機
児
童
夏
休
み
ひ
ろ

ば
事
業
費
の
計
上
、
高
山
小
学

童
保
育
所
整
備
事
業
費
の
計

上
、
乳
幼
児
等
予
防
接
種
事
業

費
の
増
額
、
み
た
か
地
域
未
来

塾
事
業
費
の
計
上
、
東
京
都
道

徳
教
育
推
進
拠
点
校
事
業
費
の

計
上
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
教
育
推
進
校
事
業

費
の
計
上
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
イ

フ
研
究
実
践
校
事
業
費
の
計

上
、
教
育
セ
ン
タ
ー
改
修
事
業

費
の
増
額
を
行
う
も
の
で
す
。

◆
平
成
28
年
度
三
鷹
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
６
千
499
万
２
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
696
億
５
千
967

万
２
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

補
正
予
算
の
内
容
は
、
東
京
都

知
事
の
辞
職
に
伴
い
、
７
月
31

日
に
執
行
さ
れ
る
東
京
都
知
事

選
挙
に
係
る
経
費
を
計
上
す
る

も
の
で
す
。契

　
約

◆
三
鷹
市
立
高
山
小
学
校
時
限

付
き
新
校
舎
整
備
工
事
請
負
契

約
の
締
結
に
つ
い
て

　

児
童
数
の
増
加
に
よ
り
、
新

た
に
普
通
教
室
の
確
保
が
必
要

と
な
る
高
山
小
学
校
に
つ
い

て
、
平
成
27
年
度
に
行
っ
た
実

施
設
計
に
基
づ
き
、
時
限
付
き

の
新
校
舎
の
整
備
工
事
を
行
う

た
め
、
請
負
契
約
の
締
結
を
行

う
も
の
で
す
。
契
約
の
金
額
は

３
億
７
千
562
万
４
千
円
、
契
約

の
相
手
方
は
、
東
京
都
三
鷹
市

下
連
雀
三
丁
目
４
番
29
号
白

石
・
丸
栄
建
設
共
同
企
業
体

観
点
か
ら
国
基
準
に
よ
り
支
給

額
を
調
整
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
こ
の
補
償
給
付
等
の
調
整

な
ど
に
つ
い
て
は
、
条
例
及
び

規
則
で
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、

関
係
法
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
す
。

◆
公
益
財
団
法
人
三
鷹
市
芸
術

文
化
振
興
財
団
の
助
成
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

公
益
財
団
法
人
三
鷹
市
芸
術

文
化
振
興
財
団
が
三
鷹
市
ス
ポ

ー
ツ
と
文
化
財
団
に
改
組
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
条
例
の
題
名

を
改
め
る
と
と
も
に
、
規
定
を

整
備
す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
消
費
者
活
動
セ
ン
タ

ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　

消
費
者
安
全
法
の
一
部
改
正

等
に
伴
い
、
三
鷹
市
消
費
者
活

動
セ
ン
タ
ー
を
同
法
に
定
め
る

「
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
」
に
位

置
付
け
る
と
と
も
に
、
組
織
及

び
運
営
等
に
関
す
る
規
定
と
し

て
、
消
費
者
活
動
セ
ン
タ
ー
長

や
消
費
者
相
談
員
等
を
同
法
に

基
づ
く
も
の
と
し
て
規
定
す
る

も
の
で
す
。補

正
予
算

◆
平
成
28
年
度
三
鷹
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
５
千
575
万
２
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
695
億
９
千
468

万
円
と
す
る
と
と
も
に
、
債
務

負
担
行
為
の
補
正
を
行
う
も
の

で
す
。
補
正
予
算
の
内
容
は
、

歳
出
予
算
に
お
い
て
、
連
雀
学

◆
三
鷹
市
市
税
条
例
等
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
専
決
処
分

に
つ
い
て

　

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
が

行
わ
れ
、
平
成
28
年
４
月
１
日

等
に
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、
三
鷹
市
市
税
条
例
等
の
一

部
を
改
正
す
る
必
要
が
生
じ
た

が
、
特
に
緊
急
を
要
す
る
た
め

議
会
を
招
集
す
る
時
間
的
余
裕

が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
３
月

31
日
、
市
長
に
お
い
て
専
決
処

分
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
職
員
の
公
益
的
法
人

等
へ
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

公
益
財
団
法
人
三
鷹
市
芸
術

文
化
振
興
財
団
が
三
鷹
市
ス
ポ

ー
ツ
と
文
化
財
団
に
改
組
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
規
定
を
整
備

す
る
と
と
も
に
、
職
員
の
派
遣

先
団
体
に
公
益
社
団
法
人
三
鷹

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を

追
加
す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
議
会
の
議
員
そ
の
他

非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補

償
等
に
関
す
る
条
例
及
び
三
鷹

市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

同
一
の
公
務
災
害
を
事
由
と

し
て
、
厚
生
年
金
や
国
民
年
金

等
の
他
の
法
律
に
よ
る
年
金
た

る
給
付
と
、
こ
れ
ら
の
条
例
に

よ
る
年
金
た
る
補
償
給
付
等
が

併
給
さ
れ
る
場
合
、
二
重
負
担

や
重
複
補
填
を
避
け
る
と
い
う

２８・８・７

可
決
し
た
議
案

第
２
回
定
例
会

条
　
例

市
長
提
出
議
案

議
員
提
出
議
案

意
見
書
・
決
議（
要
旨
）

建設工事が進む元気創造プラザ


